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概要   

本研究は，学習者の視点を考慮した非定型学習環境の構築を目指すものである．非定型学習とは，学習者  

が興味・関心に合わせて，主体的に学習活動を展開できる学習形態である．非定型学習環境の構築には，1）  

大学の教育・研究に関わる情報資源を統合的に利用できること，2）個人学習向けに情報資源の再構成を行  

うことが必要である．本稿では，非定型学習の枠組みの提案を行い，現在実装中のシステムについて報告  

する．  
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Abstract   

Theaimofthis studyisto construct anin壬brmallearnlng enVironmentbased on thelearner，s sub－  

jectiveviewpoint．InformallearnlngPrOVidesusersupportbasedontheirinterests・TbconstruCtthe  
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1．はじめに   

学習は，対象となる事象を認識し，解釈することで成立する．そのため，学習には土台となる基礎的な知  

識や技術が不可欠であり，そこに教育の必然性が導き出せる．特に，初等中等教育の段階では，対象とな  

る学習者の人格形成に深く関わる要素となり，学習者の思考や思想に直結したものとなる．これまでは学  

習目標に対し，学習活動の結果のみが尊重されてきたが，その学習を通じて何が出来るようになったかと  

いう，学習活動の成果が重視言れる時代になってきた．我が国でも，主体的な活動を通じて，個人的・社  

会的諸問題の認識とそれに対する解決能力の育成に力を注ぎはじめた．総合的な学習はその典型的なもの  

であり，与えられた情報や事実を吸収するだけではなく，多様な分野にまたがる知識や技術を自らの知識  

体系と関連付けながら学んでいくことが重視されてきている．  

これまでの学習は，教師の視点から授業科目を軸として定式化されている．授業内容は，初等中等教育の  

段階では学習指導要領によって，高等教育の段階ではカリキュラムによって編成されている．学習者は，定  

式化された学習内容や学習の流れに従い学習を進めることで，体系的に理解を深めていくことができえる．  

本研究では，このような学習形態を『定型学習』と定義する．  

しかしながら，社会環境の変化に伴い，定型学習では対応できない多くの問題が日常生活の局面で生じて  

きた．例えば，就職活動のため企業のことについて調べたり，病気に関する治療法を選択したり，自分で  

テーマを設定して学習したりする場合である．  

従来行われてきた定型学習は，教師によってあらかじめ用意された学習内容が，学習者の学習目的と合致  

する場合には有効であるが，多様な問題解決の局面では必ずしも有効とはいえない．  

そこで本研究では，学習の主体である学習者に着目し，学習者自ら学習を進める学習を『非定型学習』と  

定義し，学習者それぞれの状況と興味・関心に応じて主体的に進める学習環境の構築を目指す．  

2．非定型学習の提案   

学習状況や興味・関心に応じて学習のパスは変化する．学習のパスとは，学習者の思考を介して形成され  

た情報資源間のつながりである．定型学習では，学習対象や利用する情報資源が既に用意されているため，  

学習のパスは固定的である．一方，非定型学習では，学習者自身が興味に応じて情報資源を自発的に選択  

し，学習を進めるので，学習パスは動的に変化する．  

非定型学習の性格上，どのような情報資源が選択されるか事前に予測することばできない．したがって，ど  

のような学習要求にも対応できるよう多種多様な情報資源を用意しておく必要がある．また，情報資源を  

選択する順番も複数考えられるが，学習効果をあげるためには，学習者の自主性と情報資源の意味的なつ  

ながりをバランスよく配した適切な系列化が必要である．  

乱情報資源の統合と再構成   

非定型学習では多種多様な情報資源が必要である．大学は教育・研究に有用な情報資源を持つが，これら  

の資源は分散したシステムで提供されることが多く，その相互運用性が課題となっている［1］．  

学習用の教育資源は，学習管理システム（LearningManagemen七System．以下LMSとする）によって提供  

富れるのが一般的である．LMSでは，コンテンツが学習用に加エされて配信苫れている．しかし，個々の  

コンテンツは，授業科目に依存しており，必要とする情報だけを柔軟に選択することは困難である．また，  

既存の教育システムは授業に関連する情報しか提供していないため，利用できる情報資源も限られている．  
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一方，学術分野を中心に研究資源を提供してきたものがディジタル図書館である［2】．現鼠ディジタル図  

書館ではリンキング技術により，情報資源を統合的に利用できるようになりつつあるが，大学の講義ノー  

トやシラバスなど教育資源は対象外となっていることがばとんどである．  

このように教育資源と研究資源は別々に提供されている．しかし，もし教育資源と研究資源が統合できれば  

効果的な非定型学習の支援が期待できる．教育資源・研究資源を統合したオンライン学習環境を目指したも  

のとして，英国JISCのOLIVE（OpenLinkingImplementationVi血alEnvironment）がある［3］．OLIVE  

は，従来のLMSやディジタル図書館の枠を越えたアーキテクチャとして示唆に富むものである．しかし，  

様々な情報資源を統合しただけでは十分ではなく，学習に合わせた情報資源の再構成と系列化を行う必要  

がある．  

4．非定型学習環境の構築   

前節より，非定型学習環境を構築するための重要な要素として，次のことが指摘できる．  

1．教育・研究資源の統合利用環境の構築  

2．提供する情報資源の再構成  

本稿では，上記の2点に絞り，現在実装中のシステムについて報告する．  

4．1情報資源の統合利用環境の構築   

実装するシステムでは，教育・研究に関わる多種多様な情報資源を収集する．本研究が対象とする情報資  

源として，教育資源は授業関連資料のシラバス，講義ノート，各種教材などがある．また，研究資源は大  

学図書館が提供してきた図書や雑誌論文の文献情報，紀要，学位論文などがその対象となる．各情報資源  

に対し，メタデータがないものは手動で付与する．また，必要に応じてOAトPM叫4］のフレームワークを  

利用してハーベスト可能なメタデータを逐次収集する．  

次に，情報資源を統合的に利用可能にするため，情報資源間にリンクを生成する．ここではキーワードの  

共起関係に基づく類似性，メタデータの相互参照関係に基づく関連性を利用する．実装するシステムでは，  

学習トピックとして入力されたキーワードと，情報資源から抽出したキーワードとのマッピングを行い，関  

連情報を提示する．  

4．2情報資源の再構成   

学習用に情報資源の再構成を行うため，情報資源の粒度を考慮した上で，個人学習用に系列化を行う．系  

列化とは，学習状況に応じて，提供する情報資源を組み替える処理である．系列化に関する研究は教育工  

学を中心に，教材間の関係に注目して遺伝的アルゴリズムGA（GeneticAlgorithms）を適用する研究【5］  

や，学習者モデルを適用する研究［6］などが行われている．しかし，先行研究は対象とする利用者や情報資  

源が限定的であり，種々の情報資源を対象とした系列化アルゴリズムを導入する必要がある．  

本研究では，系列化にあたり，学習に内容間の依存関係があることに注目する．非定型学習でも学習の論  

理的な流れを考慮する必要があるため，授業料日の構造を利用する．柔軟な学習内容を構成するため，授  

業科目をより細かい粒度で扱えるようにする．  

系列化アルゴリズムは現在検討中であるが，アルゴリズムの例として，a）利用した情報資源が既に学習済  

みと判断された場乱重複する情報を次の系列では提示しない，b）以前の学習トピックに立ち戻る場合，  

学習トピックが変化した時点の情報資源を提示する，といった処理が考えられる．そして，学習者の学習  

－5－   



トピックの変更に伴って系列化を行うために，その処理は動的なものとなる．システムでは，動的な系列  

を生成するために，学習履歴機能を実装する．ここでは学習者が「いつ」「何を」参照したかを記録し，学  

習者の学習の軌跡として参照できるようにする．こうして系列化された情報資源に従って，学習者は学習  

を進めることになる（図）．  

⑳ LectureN。teS  
臣ゝBooks  
■ A付Cl缶  

図本研究の情報提供モデル  

5．おわりに   

本稿では，学習者の主体性を考慮し，学習状況や興味・関心に応じて学習を進めることができる学習環境  

として，非定型学習の提案を行った．非定型学習環境を実装する上で，大学の教育・研究に関わる情報資  

源が統合的に利用できること，個人学習向けに情報資源の再構成を行うことが必要であることを指摘した．  

今後は，システムの実装後，非定型学習環境としての有効性を検証するつもりである．   
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